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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】抗菌性のあるアルカロイド由来成分を有効成分とし、安全性が高く堅牢性に優れ

た防虫染料の提供。

【解決手段】一般式（Ｉ）又は一般式（ II）

　　（Ｉ）

　（ II）（式中、Ｒ
1
、Ｒ

2
、Ｒ

3
、Ｒ

4
、Ｒ

5
、Ｒ

6
、Ｒ

7
、Ｒ

8
はおのおの独立してＨ、ＯＨ

、メチル、メトキシ、アセトキシを示すか、もしくはメチレンジオキシを示す。また、X

はメチル、メトキシ又はトリフルオロメチルを示す。）で示される群から選ばれる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

抗 菌 性 を 有 す る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 で あ っ て 、 一 般 式 （ Ｉ ）

【 化 １ 】

　 　 （ Ｉ ）

（ 式 中 、 Ｒ
1
、 Ｒ

2
、 Ｒ

3
、 Ｒ

4
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び ／ 又 は Ｒ

3
、 Ｒ

4
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） 又 は 一 般 式 （ II）

【 化 ２ 】

　 （ II）

（ 式 中 、 Ｒ
5
、 Ｒ

6
、 Ｒ

7
、 Ｒ

8
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
5
、 Ｒ

6
及 び ／ 又 は Ｒ

7
、 Ｒ

8
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） で 示 さ れ る 群 か ら 選 ば れ る 一 種 又 は 二 種 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 防

虫 染 料 。

【 請 求 項 ２ 】

ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 プ ロ ト ピ ン （ Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び Ｒ

3
、 Ｒ

4
が 一 緒 に な っ

て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） 又 は そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載

の 防 虫 染 料 。

【 請 求 項 ３ 】

ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 ア ロ ク リ プ ト ピ ン （ Ｒ
1
、 Ｒ

2
が 一 緒 に な っ て メ チ

レ ン ジ オ キ シ 基 、 Ｒ
3
及 び Ｒ

4
が メ ト キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） 又 は そ の 塩 で あ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ 記 載 の 防 虫 染 料 。

【 請 求 項 ４ 】

ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 サ ン ギ ナ リ ン （ Ｒ
5
、 Ｒ

6
及 び Ｒ

7
、 Ｒ

8
が 一 緒 に な

っ て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 防 虫 染

料 。

【 請 求 項 ５ 】

ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 ケ レ リ ス リ ン （ Ｒ
5
、 Ｒ

6
が 一 緒 に な っ て メ チ レ ン

ジ オ キ シ 基 、 Ｒ
7
及 び Ｒ

8
が メ ト キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

記 載 の 防 虫 染 料 。

【 請 求 項 ６ 】

ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 タ ケ ニ グ サ 由 来 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 記 載 の 防 虫 染 料 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 抗 菌 性 が 付 与 さ れ た ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 を 含 有 す る 防 虫 染 料 に

関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

絹 や ウ ー ル 等 の 衣 類 を 害 虫 被 害 か ら 保 護 す る た め に 、 下 記 の ３ 種 の 方 法 が 知 ら れ て い る 。

１ ） 衣 類 に 揮 散 性 防 虫 成 分 を 含 む 防 虫 剤 を 施 用 す る 。

２ ） 衣 類 を 構 成 す る 繊 維 に 防 虫 成 分 を 含 有 さ せ る 。

３ ） 殺 虫 又 は 忌 避 性 を 有 す る 染 料 を 用 い る 。

こ れ ら の う ち 、 １ ） の 方 法 に 用 い る 揮 散 性 防 虫 成 分 と し て は 、 エ ム ペ ン ト リ ン 、 プ ロ フ ル

ト リ ン 等 が あ り 、 多 く の 防 虫 剤 が 実 用 化 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ ） の 方 法 に は 、 例 え ば シ ラ

フ ル オ フ ェ ン が 有 用 で あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

一 方 、 近 年 、 消 費 者 の 自 然 志 向 や 清 潔 志 向 の 高 ま り を 背 景 に 天 然 繊 維 を 天 然 素 材 で 染 め た

り 、 天 然 素 材 を 利 用 し て 抗 菌 防 臭 効 果 を 持 た せ た 衣 類 へ の ニ ー ズ も あ り 、 例 え ば 、 オ ウ レ

ン か ら 抽 出 し た ベ ル ベ リ ン （ 特 許 文 献 ２ ） や ク ラ ラ の 根 か ら 抽 出 し た マ ト リ ン （ 特 許 文 献

３ ） を 染 色 に 用 い た 抗 菌 布 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら に は 防 虫 効 果 が な く

、 前 記 ３ ） の 要 求 を 満 足 さ せ る も の で は な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

と こ ろ で 、 本 発 明 者 ら は 、 テ ル ペ ン や ア ル カ ロ イ ド な ど の 天 然 化 学 物 質 に 由 来 す る 害 虫 防

除 剤 の 開 発 を 試 み 、 ケ シ 科 植 物 で あ る タ ケ ニ グ サ （ Macleaya cordata） 等 の 抽 出 物 に つ い

て そ の 含 有 成 分 の 研 究 を 行 っ た 。 そ の 過 程 で 、 あ る 種 の ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は 塩 が 、 衛

生 害 虫 及 び 農 業 害 虫 防 除 剤 と し て 、 特 に 蚊 お よ び ハ エ の 幼 虫 に 高 い 致 死 作 用 を も た ら す こ

と を 見 出 し 、 既 に 特 許 を 出 願 （ 特 許 文 献 ４ 及 び 特 許 文 献 ５ ） し た が 、 前 記 ３ ） の 防 虫 染 料

用 途 を 意 図 し た 開 発 は こ れ ま で 未 検 討 で あ っ た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ３ ９ ２ ２ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 ６ － ３ ３ ２ ５ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － １ ８ ３ ９ ２ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 願 ２ ０ ０ ６ － ７ ５ ５ ０ ２

【 特 許 文 献 ５ 】 特 願 ２ ０ ０ ６ － ２ １ １ ９ ２ ３

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 は 、 抗 菌 性 が 付 与 さ れ た ア ル カ ロ イ ド 由 来 成 分 を 有 効 成 分 と し 、 安 全 性 が 高 く 堅 牢

性 に 優 れ た 防 虫 染 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 ケ シ 科 植 物 で あ る タ ケ ニ グ サ （ Macleaya cordata

） 等 の 抽 出 物 に つ い て 鋭 意 検 討 を 行 い 、 下 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 示 さ れ る プ ロ ト ピ ン や ア ロ ク

リ プ ト ピ ン と そ れ ら を 基 本 骨 格 と す る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は 塩 、 及 び 一 般 式 （ II） で 示

さ れ る サ ン ギ ナ リ ン や ケ レ リ ス リ ン と そ れ ら を 基 本 骨 格 と す る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は 塩

が 、 衣 料 害 虫 に 対 し て 高 い 摂 食 阻 害 効 果 も し く は 忌 避 効 果 を 示 す と と も に 、 抗 菌 性 に も 優

れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

す な わ ち 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 採 用 す る 。

（ １ ） 抗 菌 性 を 有 す る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 で あ っ て 、 一 般 式 （ Ｉ ）

10

20

30

40



(4) JP  2009-46411  A   2009.3.5

【 化 １ 】

　 　 （ Ｉ ）

（ 式 中 、 Ｒ
1
、 Ｒ

2
、 Ｒ

3
、 Ｒ

4
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び ／ 又 は Ｒ

3
、 Ｒ

4
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） 又 は 一 般 式 （ II）

【 化 ２ 】

　 （ II）

（ 式 中 、 Ｒ
5
、 Ｒ

6
、 Ｒ

7
、 Ｒ

8
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
5
、 Ｒ

6
及 び ／ 又 は Ｒ

7
、 Ｒ

8
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） で 示 さ れ る 群 か ら 選 ば れ る 一 種 又 は 二 種 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 防 虫 染 料 。

（ ２ ） ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 プ ロ ト ピ ン （ Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び Ｒ

3
、 Ｒ

4
が 一 緒

に な っ て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） 又 は そ の 塩 で あ る （ １ ） 記 載 の 防 虫 染 料 。

（ ３ ） ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 ア ロ ク リ プ ト ピ ン （ Ｒ
1
、 Ｒ

2
が 一 緒 に な っ

て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Ｒ
3
及 び Ｒ

4
が メ ト キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） 又 は そ の 塩 で あ る （ １

） 記 載 の 防 虫 染 料 。

（ ４ ） ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 サ ン ギ ナ リ ン （ Ｒ
5
、 Ｒ

6
及 び Ｒ

7
、 Ｒ

8
が 一

緒 に な っ て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） で あ る （ １ ） 記 載 の 防 虫 染 料 。

（ ５ ） ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 ケ レ リ ス リ ン （ Ｒ
5
、 Ｒ

6
が 一 緒 に な っ て メ

チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Ｒ
7
及 び Ｒ

8
が メ ト キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） で あ る （ １ ） 記 載 の 防 虫 染

料 。

（ ６ ） ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 が 、 タ ケ ニ グ サ 由 来 物 で あ る （ １ ） 乃 至 （ ５ ）

の い ず れ か 記 載 の 防 虫 染 料 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 の 防 虫 染 料 は 、 有 効 成 分 で あ る ア ル カ ロ イ ド 由 来 物 が 、 衣 料 害 虫 に 対 し て 高 い 摂 食

阻 害 効 果 も し く は 忌 避 効 果 を 示 す と と も に 、 抗 菌 性 に も 優 れ る の で 極 め て 実 用 的 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

本 発 明 の 害 虫 防 除 剤 は 、 有 効 成 分 と し て 一 般 式 （ Ｉ ）

【 化 ３ 】
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　 　 （ Ｉ ）

（ 式 中 、 Ｒ
1
、 Ｒ

2
、 Ｒ

3
、 Ｒ

4
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び ／ 又 は Ｒ

3
、 Ｒ

4
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） 又 は 一 般 式 （ II）

【 化 ４ 】

　 （ II）

（ 式 中 、 Ｒ
5
、 Ｒ

6
、 Ｒ

7
、 Ｒ

8
は お の お の 独 立 し て 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 メ チ ル 基 、 メ ト キ シ

基 、 ア セ ト キ シ 基 を 示 す か 、 も し く は Ｒ
5
、 Ｒ

6
及 び ／ 又 は Ｒ

7
、 Ｒ

8
は 一 緒 に な っ て メ チ レ

ン ジ オ キ シ 基 を 示 す 。 ま た 、 Xは メ チ ル 基 、 メ ト キ シ 基 又 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 基 を 示 す

。 ） で 示 さ れ る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 又 は そ れ ら の 塩 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一

種 を 使 用 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

こ れ ら の 化 合 物 の う ち 、 プ ロ ト ピ ン （ Ｒ
1
、 Ｒ

2
及 び Ｒ

3
、 Ｒ

4
が そ れ ぞ れ 一 緒 に な っ て メ チ

レ ン ジ オ キ シ 基 を 形 成 ） 、 ア ロ ク リ プ ト ピ ン （ R
1
、 R

2
が 一 緒 に な っ て メ チ レ ン ジ オ キ シ 基

を 形 成 、 R
3
と R

4
が メ ト キ シ 基 ） 、 サ ン ギ ナ リ ン （ Ｒ

5
、 Ｒ

6
及 び Ｒ

7
、 Ｒ

8
が 一 緒 に な っ て メ

チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） 、 あ る い は ケ レ リ ス リ ン （ Ｒ
5
、 Ｒ

6
が 一 緒 に な っ て メ

チ レ ン ジ オ キ シ 基 、 Ｒ
7
及 び Ｒ

8
が メ ト キ シ 基 、 Xが メ チ ル 基 ） は ケ シ 科 植 物 に 特 有 の ア ル

カ ロ イ ド で 、 特 に 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

プ ロ ト ピ ン 、 ア ロ ク リ プ ト ピ ン 、 サ ン ギ ナ リ ン あ る い は ケ レ リ ス リ ン は 、 タ ケ ニ グ サ の 生

体 あ る い は 乾 燥 体 か ら 、 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 ア セ ト ン 、 酢

酸 な ど の 親 水 性 溶 媒 や ト ル エ ン 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 酢 酸 エ チ ル 、 塩 化 メ チ レ ン 、 ク ロ ロ

ホ ル ム な ど の 親 油 性 溶 媒 あ る い は そ れ ら の 何 れ か と の 混 合 溶 媒 な ど を 用 い て 常 温 乃 至 溶 媒

の 沸 点 程 度 に て 抽 出 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 ま た 、 炭 酸 ガ ス に よ る 超 臨 界 抽 出 に よ っ て

も 抽 出 で き る 。 こ れ ら の 抽 出 物 質 は そ の ま ま 使 用 し て も よ い が 、 さ ら に イ オ ン 交 換 樹 脂 、

シ リ カ ゲ ル 、 活 性 炭 な ど に よ る 吸 着 精 製 や カ ラ ム ク ロ マ ト 、 再 結 晶 な ど に よ り 精 製 し た も

の も 使 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

本 発 明 で は 、 プ ロ ト ピ ン 、 ア ロ ク リ プ ト ピ ン 、 サ ン ギ ナ リ ン あ る い は ケ レ リ ス リ ン 及 び そ

れ ら の 誘 導 体 は 、 天 然 抽 出 物 あ る い は 化 学 合 成 物 の い ず れ で も 構 わ な い 。 そ し て 、 そ れ ら

は 無 機 酸 （ 例 え ば 炭 酸 、 塩 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 な ど ） 、 有 機 酸 （ 蟻 酸 、 酢 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸

、 酪 酸 、 脂 肪 酸 、 桂 皮 酸 、 ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 、 石 炭 酸 な ど ） と の 塩 と し て 使 用 す る こ と

も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

一 般 式 （ Ｉ ） 又 は 一 般 式 （ II） で 示 さ れ る ア ル カ ロ イ ド や そ れ ら の 誘 導 体 又 は そ の 塩 は 、

防 虫 染 料 と し て 用 い る 場 合 、 必 要 な ら ば 、 水 、 ア ル コ ー ル 類 （ 例 え ば メ チ ル ア ル コ ー ル 、

エ チ ル ア ル コ ー ル 、 n-プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー

ル 等 ） 、 ケ ト ン 類 （ 例 え ば ア セ ト ン 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 等 ） 、 エ ー テ ル 類 （ 例 え ば 、 エ

チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 等 ） の

液 体 溶 媒 、 更 に 、 乳 化 、 分 散 、 安 定 化 な ど の 使 用 目 的 に 応 じ て 界 面 活 性 剤 、 水 溶 性 高 分 子

、 酸 化 防 止 剤 な ど を 助 剤 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】

ま た 、 染 色 に 際 し て 、 媒 染 剤 を 併 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。 媒 染 剤 と し て は 特 に 限 定 さ れ

な い が 、 例 え ば タ ン ニ ン 、 酢 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 等 が あ げ ら れ る 。

本 発 明 で 用 い る ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 や そ れ ら の 塩 は 、 化 学 構 造 中 に 含 ま れ る 塩 基 が 、 絹 や

ウ ー ル 繊 維 の チ ロ シ ン 残 基 を 構 成 す る フ ェ ノ ー ル 性 水 酸 基 と 強 く 結 合 す る の で 、 高 い 堅 牢

性 を 発 揮 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

本 発 明 の 防 虫 染 料 が 対 象 と す る 衣 料 害 虫 と し て は 、 具 体 例 と し て 、 例 え ば 、 イ ガ 、 コ イ ガ

、 カ ツ オ ブ シ ム シ 、 ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ 、 シ ミ 等 が あ げ ら れ 、 ま た 、 バ チ ル ス 　 セ レ

ウ ス （ Ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｃ ｅ ｒ ｅ ｕ ｓ ） 、 エ ン エ リ ヒ ア 　 コ リ （ Ｅ ｓ ｃ ｈ ｅ ｒ ｉ ｃ ｈ ｉ

ａ 　 ｃ ｏ ｌ ｉ ） 、 シ ュ ー ド モ ナ ス 　 エ ル ギ ノ ー サ （ Ｐ ｓ ｅ ｄ ｏ ｍ ｏ ｎ ａ ｓ 　 ａ ｅ ｒ ｕ ｇ ｉ

ｎ ｏ ｓ ａ ） 、 ト リ コ フ ィ ー ト ン 　 メ ン タ グ ロ フ ァ イ テ ス （ Ｔ ｒ ｉ ｃ ｈ ｏ ｐ ｈ ｙ ｔ ｏ ｎ 　 ｍ

ｅ ｎ ｔ ａ ｇ ｒ ｏ ｐ ｈ ｙ ｔ ｅ ｓ ） 等 の 細 菌 に 対 し て 高 い 抗 菌 性 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ６ 】

以 下 本 発 明 を 実 施 例 に て 更 に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も

の で は な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ７ 】

約 ３ ｋ ｇ の

タ ケ ニ グ サ の 葉 部 お よ び 茎 部 メ タ ノ ー ル 抽 出 液 を ろ 過 後 、 エ バ ポ レ ー タ ー に て 濃 縮 し 抽 出

物 を 得 た 。 ま た 、 各 種 ク ロ マ ト お よ び 再 結 晶 に よ り 、 有 効 成 分 と し て プ ロ ト ピ ン 、 ア ロ ク

リ プ ト ピ ン 、 サ ン ギ ナ リ ン 及 び ケ レ リ ス リ ン を 単 離 し た 。 こ れ ら の 抽 出 物 及 び 各 単 離 成 分

を エ タ ノ ー ル で 所 定 濃 度 に 溶 解 し 、 本 発 明 の 防 虫 染 料 と し た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

［ 染 色 布 の 調 製 ］

絹 布 １ ０ ｇ に 対 し ５ ％ 用 量 の ア ル カ ロ イ ド 誘 導 体 塩 酸 塩 を 溶 比 １ ： ２ ０ ０ の 割 合 で １ ０ ％

エ タ ノ ー ル 水 溶 液 に 溶 解 し た 。 こ れ を 染 器 に 加 え よ く 攪 拌 し 、 こ れ に 糊 抜 き を 行 っ た 絹 布

を 入 れ 、 ３ ５ ～ ８ ５ ℃ の 温 湯 で ３ ０ 分 間 静 か に 攪 拌 を 続 け た 。 次 に 水 洗 、 洗 濯 に 対 す る 堅

牢 度 を 増 進 さ せ る 目 的 で 、 媒 染 剤 と し て の 酢 酸 ア ル ミ ニ ウ ム の ３ ％ 水 溶 液 に 染 色 し た 絹 布

を ３ ０ 分 間 浸 し た 。 こ れ を 取 り 出 し １ 分 間 水 洗 し 室 内 で 自 然 乾 燥 し た 。 こ の 水 洗 と 乾 燥 の

サ イ ク ル を １ ０ 回 繰 り 返 し た が 、 黄 色 は 殆 ど 褪 色 せ ず 、 堅 牢 性 に 優 れ て い る こ と を 確 認 し

た う え で 、 以 下 の 性 能 試 験 に 供 し た 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ １ ９ 】

［ 染 色 布 の 防 虫 試 験 ］

供 試 染 色 布 を ４ ． ５ ｃ ｍ × ４ ． ５ ｃ ｍ に 裁 断 し 、 イ ガ 又 は ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ 幼 虫 １ ０ 頭

と と も に 、 直 径 ７ ． ５ ｃ ｍ 、 深 さ １ ． ５ ｃ ｍ の シ ャ ー レ に 入 れ 、 蓋 を し て ２ ５ ± １ ℃ の 暗

所 に 保 存 し た 。 そ れ ぞ れ １ 週 間 後 、 及 び ２ 週 間 後 に 染 色 布 の 食 害 状 況 を 観 察 し て 防 虫 効 力

を 評 価 し た 。 評 価 結 果 を 、 下 記 基 準 に て 表 １ に 示 し た 。 　

－ ； 食 害 な し 、 　 ＋ ； 極 小 さ い 食 害 跡 の あ る も の 、 　 ＋ ＋ ； 食 害 跡 の あ る も の 、

＋ ＋ ＋ ； 食 害 が 著 し い も の 。

【 ０ ０ ２ ０ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

試 験 の 結 果 、 タ ケ ニ グ サ 抽 出 物 及 び 各 単 離 成 分 を エ タ ノ ー ル で 所 定 濃 度 に 溶 解 し た 本 発 明

の 防 虫 染 料 は 、 衣 料 害 虫 に 対 し て 優 れ た 摂 食 阻 害 効 果 を 示 す こ と が 認 め ら れ た 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

［ 染 色 布 の 抗 菌 試 験 ］

供 試 染 色 布 の 細 菌 及 び 糸 状 菌 に 対 す る 抗 菌 活 性 を ハ ロ ー 試 験 法 で 行 い 、 そ の 阻 止 円 の 直 径

を 測 定 す る こ と に よ っ て 抗 菌 布 と し て の 評 価 を 行 っ た 。 試 験 結 果 を 表 ２ に 示 す 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 表 ２ 】

・ 試 験 菌 1； Bacillus cereus NBRC3002, ブ イ ヨ ン 寒 天 培 地 。

・ 試 験 菌 2； Escherichia coli NIHJ, ブ イ ヨ ン 寒 天 培 地 。

・ 試 験 菌 3； Psedomonas aeruginosa ATCC27853, ブ イ ヨ ン 寒 天 培 地 。

・ 試 験 菌 4； Trichophyton mentagrophytes IFO5975, サ ブ ロ ー 寒 天 培 地 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

試 験 の 結 果 、 本 発 明 に よ っ て 得 ら れ た 染 色 布 は 、 高 い 抗 菌 性 を 有 し 、 長 期 間 保 存 後 に お い

て も 褪 色 の 危 惧 が な い こ と を 示 し た 。
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